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令和３年度　産業・情報技術等指導者養成事業

工業 Ｂ－１

令和3年8月2日(月)
　　　　～8月6日(金)

オンラインによる実
施

令和3年8月17日(火)
　　　　～8月19日(木)

オンラインによる実
施

20

Ｃ－１

教科「工業」における授業改善に
関する講義と演習
～工業科におけるＰＢＬ実践法
～

高等学校学習指導要領の教科｢工業｣の各科目について、生
徒が課題の発見・解決に向けて主体的・協働的に学ぶような
授業の改善にむけて、講義や演習を通して、指導力を高める
ことを目指した研修
※8月30日(月)、31日(火)については、対面での参加も可と
し、対面での参加を希望する場合は、推薦時の備考欄に必
ずその旨を記載すること（対面の場合の実施会場：金沢工業
大学扇が丘キャンパス）

商業

農業 Ａ－１ 20
新学習指導要領を念頭にした地
域振興や地域資源の活用に資
する農業教育の講義と演習

地域の振興や資源の活用に関する講義や農業教育における
「主体的・対話的で深い学び」に関する演習等を通して、地域
と連携したプロジェクト学習等の指導に関する技術の取得を
目指した研修

講習
番号

定員 研修テーマ 研修内容実施期間 主な実施場所

令和3年8月16日(月)
　　　　～8月20日(金)

オンラインによる実
施

実施団体

特定非営利活動法人
しずおかユニバーサル
園芸ネットワーク

全国福祉高等学校長会

学校法人
日本福祉大学

令和3年8月23日(月)
　　　　～8月25日(水)

オンラインによる実
施

令和3年8月23日(月)
　　　　～8月25日(水)

オンラインによる実
施

中止

受講費
限度額
（※）

64,600

学校法人
金沢工業大学

39,200
令和3年8月19日(木)、20
日(金)、23日(月)、30日
(月)、31日(火)

オンラインによる実
施
（一部対面での参加
も可）

中止

情報 Ｇ－１ 20
次期学習指導要領に対応した教
科「情報」の授業改善に関する講
義と演習

Pythonを使ったプログラミング、Rを使ったデータ分析、
Mathematicaを使った数式シミュレーション、デジタルプロトタ
イピングツールの使用、専門教科情報科に関わる内容など、
新学習指導要領で必要な技術と教え方の取得を目指した研
修
※受講生は、テレビ会議ソフト及び一般的なブラウザが動作
するコンピュータなどの情報端末を使用することを想定

D－１水産

福祉

家庭 Ｅ－１

40
実践的介護の知識及び技能の
向上を図るための講習（兼教員
介護知識技能講習）

大学教授による「介護過程の教授法」の講義・模擬授業、「多
職種連携」の講義、「実習の事前指導、連携会議の持ち方」
についての事例展開や模擬会議をロールプレイするなどの
演習を通して、生徒が地域での継続した生活を支援する介護
過程の展開ができるように指導力向上を図るとともに、サー
ビス利用者の支援の中にどのように多職種協働を取り入れ
ていくのか、その方法を検討する研修

H－１

教科
（研修分野）

高
　
　
等
　
　
学
　
　
校

全国高等学校長協会
家庭部会

学校法人塚本学院
大阪芸術大学短期大学部

25,400

20
社会の変化に対応した衣食住、
ヒューマンサービス等の生活産
業に関する講義と演習

衣食住、保育などのヒューマンサービスに関わる生活産業の
最新情報や消費者教育の推進に向けた講義、演習を通し
て、家庭科の指導力を高めることを目指した研修

看護 Ｆ－１ 25
シミュレーションやICTを活用した
指導法に関する講義と演習

シミュレーションやICTを活用した指導法は、新学習指導要領
や新看護師養成カリキュラムの改正の趣旨、効果的な演習
の在り方などにおいても挙げられ、重要視されてきていること
を踏まえ、講義・演習により実践的に学ぶことで、指導力の向
上を目指した研修

28,800

56,700

51,600
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令和３年度　産業・情報技術等指導者養成事業

講習
番号

定員 研修テーマ 研修内容実施期間 主な実施場所 実施団体
受講費
限度額
（※）

教科
（研修分野）

令和3年7月26日(月)
　　　　～7月30日(金)

オンラインによる実
施

令和3年8月2日(月)
　　　　～8月4日(水)

オンラインによる実
施

※受講費限度額は、派遣者または受講者が負担する受講費用の上限額となります。実際の請求額は、もっと低くなる場合があります。

国立大学法人
横浜国立大学

技術
・

家庭
（家庭）

Ｊ－１ 20
技術・家庭科における新学習指
導要領に関する講義と実習

中
　
　
学
　
　
校

技術
・

家庭
（技術）

Ｉ－１ 20

技術によってよりよい生活や持
続可能な社会を構築する資質・
能力の育成を目指した技術分野
の指導と評価

材料と加工、生物育成、エネルギー変換、情報等のテクノロ
ジーについて理解させるとともに、これらを用いて社会におけ
る問題を解決できる資質・能力を育成するための指導と、学
習評価に関する研修

61,900
国立大学法人
宮城教育大学

13,800

新学習指導要領を踏まえた食育、幼児・高齢者理解、消費生
活における講義、演習などを通して、調理や幼児・高齢者と
の関わり方などに関する知識の習得を目指した研修
※受講生は指導計画や実践に関する事前課題を提出するこ
と


